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使い方の用途を変えながら修復・保存する「アダプティブユース」や

保存対象の建築物に積極的に介入し、新たな価値をカロえる「改造建築」が注目されている。

これらの新しい保存へのアプローチをこれまでの「かたい保存」に対して、「やわらかい保存」と呼ぶ。

過去の遺産を守りながらも、市民にとっては生活の場である町。

歴史を守りつつ更新させていく現代の「まちづくり」にとつて、「やわらかい保存」の考え方は貴重だ。

過去と未来の両方を視野に入れ、建築を積極的に都市と結び付ける仕掛けでもあるのだから。

海外で進められている「やわらかい保存」の事例を紹介しながら「保存」を都市とのかかわりから考える。

PHoTo:鈴木理策ンライスラー・D列 (1930年/レキシントンAve.、 北西角¬←スト42nd St./設 計:ウィリア

“

バン・アレン)


